
ライブビッドシステム開発要件 

1. 管理卓 

 

画面では同じクライアントが 2 ヵ所表示しているが、通常時の表示ではありません。クライアントが入札

ボタンを連打してしまったとき、管理者から権利送信が遅いときなどには起こります。 

 

機能説明 

① ライブパドル指示：ライブ入札者が入札してきた時にパドルを挙げる指示として目立つ色で表示。 

入札があった旨を会場に知らせる音も必要。 

② Lot No.：作品番号と進行状況表示。待機中→スタート→落札（あるいは不落）→待機中。価格表示卓

と連携。 



入札者は、待機中、落札（不落）の時は入札できない。 

③ ライブ入札提示価格：ライブ入札者が会場で表示された価格に対し応札できる価格。一定の金額を上乗

せした金額。香港、東京との 2 パターンあり、上げ幅は次の表の通りです。日本円 1000 万円以上、香

港ドル 100 万ドル以上はカタログ紙面上ではオークショニア采配によるとしてますが、下位の価格帯と

同様の設定で日本円 1 億、香港ドル 1000 万ドルまで推移して欲しい。 

香港                   東京 

 

④ 会場表示価格：会場で表示している通貨・価格。同じものがクライアントにも表示される。 

⑤ 入札受信：入札ボタン、考え中ボタンを押したクライアント情報が表示される。 

早い順で、ID、名前、提示価格。考え中は秒のカウントダウン 

⑥ ライブ権利者：①ライブ入札があり会場価格が上がったら表示される。 

⑦ 権利送信：権利送信ボタンです。⑥のクライアントが権利を持ったら権利送信ボタンを押します。 

背景色が青に変わり権利が確定されます。クライアント画面に権利取得中を表示。 

キーボード「スペース」 

⑧ セリ結果：落札区分ボタンです。会場で、来場者・電話・書面落札は会場落札を押す。。落札者が居な

かった場合は不落を押す。権利送信後は押せない。ライブ落札はライブ落札を押します。ライブ入札が

無かったときは押せません。 

クライアント画面（6-⑥）に連動させる。 

現状 F1、F4、F5 ですが、F3、F5、F7 に割り当てたい。 

⑨ 警告表示：⑧ボタンを押す前に価格表示 PC で次ロットに進んだ場合に表示します。 

キャンセルは、前のロットに戻るときに使います。 

 



2. クライアント画面 ログイン 

 

機能説明 

ID は連絡手段、メルマガにも使えるのでメールアドレスにしたい。 

パスワードは任意にクライアントに決めさせ、変更できるようにしたい。 

ID・パスワード登録画面が必要。 

3 か国語 

 

3. 競売条件 

 

 

東京、香港で内容が変わる。毎回文言も修正している。3 か国語。 



4. ライブビッド条件 

 

3 か国語。メンテしてない。 

 

5. 起動、その他 

 

現状では取説のリンクと諸注意を表示。取説は、規約ページでも可。 

左上に顧客名、会社名がある場合は 2 段書き。 



6. クライアント入札画面 

 

 

機能説明 

① 会場映像表示：USB カメラの映像を表示 

② 作品情報を表示。Csv 提供、3 か国語、 

③ 作品画像を 1 点表示。Jpg 形式、縦横比率は変化無いように。 

⑦ 



④ 会場表示価格：価格表示 PC のデータを反映。一番上が開催地の通貨、東京 JPY、香港 HKD 

下位の通貨はシンガポール（SGD）など変わることもある。 

⑤ ライブ入札提示価格：④会場表示価格より一定の金額を上乗せした、クライアントが入札する価格を表

示。「ライブ入札提示価格」のほかに、 

「最終落札価格：クライアントが落札できた時に表示、金額は会場表示価格を表示」 

「入札価格：クライアントが入札して権利取得中の時に表示、金額は会場表示価格を表示」 

「最終入札価格：会場で落札（不落）したときに表示、金額は会場表示価格を表示」 

⑥ 価格下のボタンとステータス表示： 

開始前及び落札・不落確定したとき    開始後  

入札・考え中ボタンは無効        入札ボタンは押せる状態 

  

 

 

 

入札ボタン押したとき          考え中ボタン押したとき 

入札したロットのみ考え中押せる状態   カウントダウン最後の 3 つは赤く 

入札中は入札できない          入札中は入札・考え中は押せない。 

考え中はその価格で 1 度のみ。 

  

 

 

 

権利取得中 

権利を持っている時は入札・考え中押せない 

 

 

 

 

入札ボタンはほかのボタン、ステータスより大きくしてください。 

⑦ ライブビッド落札表示：ライブビッド入札者が落札できた時に表示。管理卓でライブ落札ボタンと連動。

確認ボタンを押すことで画面が消え、次ロットを表示。ボタン押されたログ残す。 

ロット番号、作品名、落札価格 

3 か国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7. レポート及びログ 

① 入札ログ 

 

ファイルの見方ですが、 "oukbn"＝応札区分になります。 

00→応札 01→ 落札確認ウィンドウ確認ボタンを押した 02→落確ウィンドウを表示 03→考え中ボタ

ンを押した という記録になります。 

 "lot"＝ロット番号 

 "price"＝応札価格 

 "nprice"＝次応札価格 （これは不要かな） 

   "id"＝応札した会員様の ID 

② ログイン（規約同意）ログ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状オークション終了後に入札ログと一緒にメールでもらっていますが、オークション中も管理卓のどこ

かに表示して欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8. 価格表示画面 

 

画面左側をパソコン画面中央に、画面右側を拡張画面に表示。 

 

会場モニターの画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

① csv ファイルを読み込んで、ロット番号と予想価格上値・下値を表示。 

② 開始するロット番号は手打ち。その後次ロ商品ボタンか→キーで次ロットへ←キーで前ロットに戻る。 

③ 開始価格を入力してエンターキーまたは価格決定ボタンでライブビッド開始。クライアント画面に連動。 

入力価格は日本円で千円単位。10 を入力して画面は 10,000 を表示。香港ドルは 10 を入力して 1,000 を

表示するように。他通貨の場合を考慮して×1000、×100 とか変更できるように。 

価格上昇は+下降は－キー入力でも可能にする。2 ページ目の上幅表の通り。 

会場クライアントの言い値、刻み、言い間違いに対応するため手入力もできる。 

④ 他国通貨表示、係数も順序や使う通貨を変更できるように、係数は当日のレートで手打ちします。 

⑤ 現状拡張画面で表示していますが、設定に時間がかかるときがあるので何か良い方法を検討して欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 



9. 顧客情報 

 

現状エクセルで管理しています。エストで ID/パスワードを決めているため。 

ID/パスワードは、ログインする時に使用。 

会員名は、クライアント画面左上に表示。長い場合 2 段表示にしている。○○株式会社<br>小島聖 とか 

段を変える<br>を挟んでいる。 

メモは、エスト側で使ってます。 

ブラックは、○が今回ログインさせない人、-がログイン（参加）する人。 

高額は、○が日本円 1000 万円（香港$100 万）以上の予想価格下値作品に参加できる人。-は参加できない、

入札ボタンが有効にならない。 

パドルは、エスト側で会場と同じようにパドル番号を割り当てに使う。パドル振り忘れ防止。 

 

10. 管理者用サイト 

 

① 9. 顧客情報のエクセルをアップロードできる。 

② 落札者一覧をエクセルでダウンロードできる。（サンプルは次ページ） 



 

 

11. YouTube への配信 

クライアント画面をキャプチャして LIVE 配信している。開始 30 分前より。架空の ID を使用。 

 

12. 弊社より提供できるデータ 

競売条件（3 か国語 csv）ライブビッド規約（3 か国語 csv）、作品に関するテキスト(3 か国語 csv)、 

作品画像（jpg）、その他画面構成に必要な文言 3 か国語。 

 

13. 仕様、その他要望事項 

✓ 顧客はエストの承諾無くログイン及び入札は出来ない。 

✓ 配信音声の状態をモニターしたい、数値や色で表示 

✓ ロット番号は飛ぶことがあります。出品中止の場合、001 の次が 002 ではありません。また、追加出品

の場合、英字が付くこともあります。例えば 101 と 102 の間に 101b とか 101Biz とか。 

✓ Wi-Fi も可能としたい。香港の場合使える回線数に限りがあります。 

✓ 顧客情報にエストが持っている顧客データベースの ID も使いたい。終了後の読み合わせの時に使える

と思う。０頭付全 6 桁、012345 

✓ 新規顧客の場合、登録までに書類（誓約書・身分証明他）の提出があるので、メールアドレスをこちら

で ID として登録し、パスワードのみ登録する画面でも良いかと思う。 

✓ オークション中にログインしているクライアントの把握。 

✓ クライアント用取説 

 

 

 

 


